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地域の困りごとに向き合おう
～丸岡町 高椋西部地区の意気込み～

上記の活動は、これまで継続して行ってきたこともあり、地域にも定着して

きました。そして、これらの活動を行うなかで“困りごとのタネ”と思われる

ような声を聞くことがありました。

例えば、一人暮らし高齢者からの「寂しい」というつぶやき、「ゴミ出しがい

つも大変」という訴えなどです。そんな困りごとのタネを耳にしてしまって

は、やはり見過ごすことはできません。高齢者サロンへのお誘いをしたり、

何とかゴミ出しの方法がないかと思案したりしましたが、うまく改善するこ

とができないでいました。

丸岡町の高椋西部地区では、「高椋西部ふくしの会」という、地域の住民で福祉の活動に取り組む会が
あります。平成１３年に設立されてから、今年で１５年目のこの会は、これまで継続的に行ってきた活
動からワンステップ進むため、見守りで拾った地域の困りごとに向き合う意欲を持っています。
今回は、そんな高椋西部ふくしの会の取り組みをご紹介します。

◆ 高椋西部ふくしの会 ◆

主な構成メンバー

①区長、②民生委員、③福祉委員、④高齢者サロンのスタッフ

主な活動内容

①連絡会議、②福祉マップづくり、③啓発のためのイベント、④一人暮らし高齢者宅への訪問

鉢植えを持って一人暮らし
高齢者宅を訪問。花が元気な
らば高齢者も元気な証拠。

そこで、自分一人で考えるのではなく、ふくしの会で区長さんや民

生委員さんの視点での意見をもらい、いっしょに検討できたらと思う

ようになりました。別の“困りごとのタネ”を拾っている人もいるかも

しれません。

今までのふくしの会の会議では、地域の情報を交換するという内容

を行ってきましたが、地域で拾った声についてじっくり検討する機会

はありませんでした。２７年度にはこの会議の内容を強化し、実際

に拾われた地域の声について検討する計画です。また、過去に対

応した事例があれば、それを題材に「事例検討会」を行い、今後出

てくる困りごとの対応に活かそうと思います。

困りごとのタネを、芽が出る前に拾い上げられるよう取り組んでい

きたいです。

毎年欠かさず行っている「福祉マ

ップづくり」ここで地域の“困り

ごとのタネ”が見つかることも。



※「なんかやってま～す」は、坂井市社協のホームページにも掲載しています。 http://www.sakaicityshakyo.jp/
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つ
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つ
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つ
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迎
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つ
り
で
燃
え
尽
き
て
し
ま

い
、
福
祉
委
員
の
活
動
は
「
あ
い
愛
ま
つ
り
」
で
終
わ
る

と
思
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
方
も
な
か
に
は
お
り
、
苦
労
し

て
い
る
代
表
委
員
も
い
ま
す
。

実
際
の
「
あ
い
愛
ま
つ
り
」
は
、
地
区
で
の
見
守
り
活

動
を
始
め
る
ま
で
の
土
台
作
り
を
担
っ
て
く
れ
る
も
の
で

す
。ま

つ
り
が
あ
る
か
ら
、
み
く
に
支
部
の
福
祉
委
員
は
、

地
区
の
福
祉
委
員
・
代
表
委
員
と
絆
を
深
め
、
そ
し
て
、

住
民
と
絆
を
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
支
部
社
協
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
と
と

も
に
、「
福
祉
の
ま
つ
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自
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祉
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